
 

 

Microchip 社 FPGA デモの展開方法 

 

本資料について :  

 

Microchip 社 FPGA デモの一般的な展開方法について記載します。 

デモデザインによっては本資料の方法と異なる場合がある点ご了承下さい。 

 

Microchip FPGA の IP はダウンロード方式になります。 

これは Libero SoC の新しいバージョンを待たずに IP が更新されるというメリットが 

あります。一方で Libero SoC のバージョンをデモと同じに揃えていたとしても 

IP のバージョンが不一致となる場合がありますのでいくつか対処方法を記載します。 
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1. デモの入手方法 

   デバイスのページを開き下の方にスクロールします。 

    
 

    Documentation の Application Notes 一覧に記載されている Link を開きます。 

    

 

    xxxxx_df というファイルが Design File になり、Download ボタンから入手可能です。 

     



 

 

2. Design file について 

  入手した zip ファイルを展開すると TCL_Scripts というフォルダがあります。 

    

  TCL_Scripts フォルダ内、readme.txt ファイルに 

TCL を用いてデモの Libero SoC プロジェクトを展開する手順や、 

バージョンに合わせて TCL をアップデートすることについて記載されています。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

3. 基本の Libero SoC プロジェクト展開方法 

 

  Libero SoC プロジェクトの展開方法は TCL_Scripts フォルダ内 

readme.txt ファイルの「Running the TCL」に記載されています。 

    
 

   ① Libero SoC を開きます。 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

   ② 上部の Project > Execute Script...をクリックします。 

        

 

    ③ Execute Script ウインドウ、Sctipt file:の...ボタンを押します。 

     

 

    ④ TCL_Scripts フォルダ内の script.tcl を選択します。 

       

 

 

 

 



 

 

   ⑤ Run を押下します。 

       

 

   ⑥ しばらく待つと TCL スクリプトの実行が完了し Libero_Project が生成されます。 

    

   TCL の実行で今何の処理が行われているかは Design Flow タブにて確認できます。 

    

 

 エラーが出て Libero SoC プロジェクトを展開できない場合、後述する複数の 

対処方法があります。 



 

 

4. 対処方法 1 common.tcl の IP バージョンを最新バージョンへ書き直す 

 

   Linero SoC 内の IP バージョンとデモの Design file の IP バージョンが異なる場合 

   Cannot find Spirit core configuration file for～エラーが出ます。 

 

 

  対処方法として TCL_Scripts フォルダ内 readme.txt ファイルの 

「Update TCL for New Libero Versions and IP Versions」に記載の通り、 

common.tcl の IP Core version をアップデートする方法があります。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

   ① TCL_Scripts フォルダ内の common.tcl をテキストエディタで開き 

デモの Design file で使用されている IP、バージョンを確認します。 

       

        

 

   ② Libero SoC にて任意のプロジェクトを開き(もしくは作成し) IP Catalog を 

開きます。 

      common.tcl で使用されている IP を探し、バージョンを確認します。 

       

      common.tcl 記載の IP バージョンを、お手元の IP バージョンに書き直します。 

 



 

 

IP は基本的には最新バージョンをご使用いただくことが推奨となります。 

事前に本対応を実施頂いた後で、script.tcl を実行し Libero SoC プロジェクトを 

展開します。 

この方法が一番早く、大多数の IP はこの方法でうまくいきます。 

IP のバージョンアップにより信号名等もし何か変わっていたらうまくいかない場合が 

あります。 

 

 

 

5. 対処方法 2 Design file にて使用している IP と同じバージョンの IP を用意する 

 

   common.tcl の IP バージョンを書き直し、script.tcl を実行して 

Parameter ‘xxxxxx’ not found in the script definition of instance～エラーなどの 

エラーが出る場合には、古いバージョンの IP を使用する方法が考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

5-1. 古いバージョンの IP のダウンロード 

 

    手順については下記 FAQ をご参考ください。 

    Q. Microchip FPGA: Libero SoC で古いバージョンの IP を使用する方法を教えて 

ください。 

https://www.macnica.co.jp/business/semiconductor/support/faqs/microchip/139645/ 

 

 common.tcl に記載された古いバージョンの IP を用意した後、 

script.tcl を実行し Libero SoC プロジェクトを展開します。 

     

     

 

     

              ↓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.macnica.co.jp/business/semiconductor/support/faqs/microchip/139645/


 

 

5-2. MegaVault 

    Libero SoC にて"display only the latest version of a core"のチェックを外しても 

    使用したいバージョンの IP が表示されずダウンロードできない場合 

    MegaVault を使い PC のローカルから古い IP を使用する方法が考えられます。 

 

    MegaVault は Libero SoC ダウンロードページより入手可能です。 

    https://www.microchip.com/en-us/products/fpgas-and-plds/fpga-and-soc-design-

tools/fpga/libero-software-later-versions 

    ただし、どのバージョンの MegaVault に所望の IP が入っているか分からないので 

    こちらの方法はあまりおすすめしません。 

  

        

https://www.microchip.com/en-us/products/fpgas-and-plds/fpga-and-soc-design-tools/fpga/libero-software-later-versions
https://www.microchip.com/en-us/products/fpgas-and-plds/fpga-and-soc-design-tools/fpga/libero-software-later-versions


 

 

6. Synthesize(論理合成)エラー 

  Libero SoC のプロジェクト生成まではうまくいき Synthesize の段階でエラーになる 

場合は Libero SoC のバージョンを変えてみる(例えば最新のバージョンでビルドして 

みる)ことで論理合成できる場合があります。 

 

7. TCL スクリプトの実行が途中でエラーになった場合 

エラーへ対処した後に TCL スクリプトを再度実行する際は、 

既に実行済みの tcl コマンドを重複実行しないようご留意ください。 

実行済みの TCL スクリプトはコメントアウトする、Design file の zip を再度解凍して 

新規にやり直すなどの対処をしないと同じ TCL コマンドを 2 回実行したことにより 

already exists 等のエラーが発生します。 

エラー例 :  

Error: Instance led_off_0 already exists, please specify a different name. 

Error: The command 'sd_instantiate_component' failed. 

Error: Failure when executing Tcl script. [ Line 21 ] 

Error: The Execute Script command failed. 

 

8. TCL スクリプトについて 

  デモの Libero SoC プロジェクトを展開する際に使用されている 

TCL コマンドの詳細を確認する際は 

Tcl Commands Reference Guide for Libero SoC Design Suite v<バージョン> for All FPGA 

Families ドキュメントをご参考ください。 

  https://www.microchip.com/en-us/products/fpgas-and-plds/fpga-and-soc-design-

tools/fpga/libero-software-later-versions 

   

 

以上 

https://www.microchip.com/en-us/products/fpgas-and-plds/fpga-and-soc-design-tools/fpga/libero-software-later-versions
https://www.microchip.com/en-us/products/fpgas-and-plds/fpga-and-soc-design-tools/fpga/libero-software-later-versions
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免責およびご利用上の注意 

1. 弊社より資料を入手されましたお客様におかれましては、下記の使用上の注意を一読いただいた上でご使用くださ

い。 

2. 本資料は予告なく変更することがあります。 

3. 本資料の作成には万全を期していますが、万一ご不明な点や誤り、記載漏れなどお気づきの点がありましたら、 

本資料を入手されました下記代理店までご一報いただければ幸いです。 

株式会社マクニカ ホームページ https://www.macnica.co.jp/ 

4. 本資料で取り扱っている回路、技術、プログラムに関して運用した結果の影響については、責任を負いかねますので 

あらかじめご了承ください。 

5. 本資料は製品を利用する際の補助的な資料です。製品をご使用になる際は、各メーカ発行の英語版の資料も 

あわせてご利用ください。 

 

 

 


